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2014 年 9 月 26 日 

 財務省・税関における取組状況  

 

Ⅰ．不正薬物（本年２月報道発表資料より抜粋） 

 

１．全体 

・ 不正薬物全体の摘発件数は 382 件（前年比 24％増）、押収量は約 1,007kg（前

年比 61%増）。  

・ 押収量が１ｔを超えるのは平成 16 年以来９年ぶりのこと。構成比は覚醒剤が

全体の約 85％を占めた。  

 

 

２．覚醒剤 

・ 摘発件数は 154 件（前年比９％増）と平成 23 年、21 年に次ぐ過去３番目とな

り引き続き高水準となった。また、押収量は約 859kg（前年比 78％増）と前年の

実績を大幅に上回る過去３番目の記録となり、平成 12 年以来 13 年ぶりに 800 ㎏

を上回った。 

・ 密輸入形態別にみると、商業貨物による押収量は前年の２倍超と大幅に増加し

た（後掲①）。また、航空機旅客による摘発件数は 104 件（前年比 24％増）、押

収量は約 304 ㎏（前年比 49％増）といずれも前年の実績を大きく上回った。特に

押収量については、初めて 300 ㎏を超え、過去最高を記録した。（後掲②） 

・ 密輸仕出地別にみると、摘発件数はアフリカ及び欧州からの密輸入の摘発が大

幅に減少した一方で、インドを中心としたアジアからの密輸入の摘発は前年の２

倍超と大幅に増加。メキシコ及び中国からの密輸入の摘発は引き続き高水準とな

った。（後掲③） 
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（トピックス） 

① 多発する覚醒剤の大口密輸入事犯 

・ 近年、押収量５kg 超の覚醒剤密輸入事犯の摘発は増加傾向にあったが、平成

25 年は、前年の約 1.5 倍、平成 21 年の約５倍と大口化傾向が更に顕著。  

・ 形態別にみると、航空機旅客による密輸入事犯が 18 件と最も多かった。 

 

 

② 航空機旅客による覚醒剤の密輸入 

・ 航空機旅客による覚醒剤の押収量が約 304 ㎏と過去最高を記録。押収量が 300

㎏を上回るのは初めて。  

 

 

③ 覚醒剤の密輸仕出地の傾向 

・ 覚醒剤の密輸仕出地は、欧州、アフリカの割合が大幅に減少した一方で、イン

ドを中心としたアジアからの密輸入が急増（７割弱がインド）。 

・ 中国、中南米（メキシコ）については、引き続き高水準。 
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Ⅱ．啓発活動  

 

１．海外旅行者向けリーフレット 
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２．通関業者等向け 

  

・ 学校等へ税関職員を派遣して行う薬物乱用防止教室や税関見学会等において、 

違法薬物と併せて危険ドラッグの人体への悪影響や危険性について注意喚起。 

（以上） 
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